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情報公開用

研究課題名 :脳梗塞再発高リスク患者を対象とした抗血小板薬併用療法の有効

性及び安全性の検討CSお.oolll(Cilostazol Strole Prevention

Study,COmbinationpの 抗血小板薬に基づく副次的解析

研究代表者 :東京都済生会中央病院 脳神経内科 星野晴彦

研究内容 :脳梗塞再発高リスク患者を対象とした抗血小板薬併用療法の有効性

及び安全性の検討

“

郎.oollt Cilosta2ol Stroko PFeVention Stud■ COmbinatio3)

を用いて,基礎薬となった抗血小板薬であるアスピリンとクロピドダンル別に,

シロスタゾールの併用療法の有効性と安全性を比較検討する.

研究実施期間 :201鏑円月～20"年3月

研究の資金源等、研究翻 の研究に係る利癬 反及び個人の収鶴 、研究者等

の研究に係るfll益相反に関する状況 :

CSPS.轍の研究は公益財団法人循環器病研究振興財団と大塚製薬株式会社と

の研雛 震する黍受託契約のもと実施された.本研究について,解析が等F号的

な検討が必要とされた場合には,CSPS,comの解析を行なつたイーピーエス株式

会社に統計解析を依頼するが,その場合には,大塚製薬株式会社との研究に関

する委受話契約として資金提供を受ける.そ して,公益財団法人篠環齢 研究

振興財団及び大塚製薬株式会社は、本研究の研究者等が、当該研究者等の所属

する団体、本成果の公表の機会を提供する学会、または出版社等の定める研究

資金透明イヒまたは利益相反報告に関するルールに従い、本研究の資金を大塚製

薬株式会社が負担していることを公表する.

本研究に関わる研究者についての利益相反については東京都携盤会中央病

院利益相反委員会に申告し,倫理委員会の螺 を得ている。本成果の公表

の機会を提供する学会、または出額社等の定める研究資金透明化または利益権

反報告に買するルールに従い、84機者の舞益機反状態を公表する。

問い合わせ先
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〒108-0073 東螂 港区三日1-ケ 17

東京都済生会中央病院 脳神経内科 星野晴彦

メールアドレス :hhOshinoOsaicllu.ip

以上


